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■
芭
蕉
に
連
な
る
俳
人
の
発
見　

岡
本
機

柳
は
、
昭
和
初
期
か
ら
昭
和
四
十
年
代
に

か
け
て
千
住
で
活
躍
し
た
俳
人
で
す
。
以

前
か
ら
そ
の
存
在
は
確
認
さ
れ
つ
つ
も
、

来
歴
や
活
動
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で

し
た
。
し
か
し
、
令
和
七
年（
二
〇
二
五
）、

機
柳
の
ご
親
戚
か
ら
多
数
の
機
柳
作
品
を

ご
寄
贈
い
た
だ
く
に
至
り
、
調
査
を
本
格

化
す
る
中
で
、
来
歴
が
明
ら
か
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

同
年
開
催
の
特
別
展
「
千
住
宿
四
〇
〇

年
」
で
も
、
ご
親
戚
へ
の
取
材
や
文
献
か

ら
明
ら
か
に
な
っ
た
情
報
と
と
も
に
機
柳

作
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
内

容
を
押
さ
え
つ
つ
、
展
覧
会
終
了
後
、
新

た
に
判
明
し
た
機
柳
の
あ
ゆ
み
や
人
間
関

係
を
解
説
し
ま
す
。

■
機
柳
の
来
歴　

機
柳
は
本
名
を
岡
本
慶

（
読
み
方
は
不
明
）
と
い
い
、
明
治
二
十

七
年
（
一
八
九
四
）
、
日
本
橋
の
太
物
問

屋
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

明
治
四
十
五
年
、
機
柳
は
十
八
歳
の
時

に
俳
人
・
晋
雪
庵
柳
崕
（
し
ん
せ
つ
あ
ん

り
ゅ
う
が
い
、
生
没
年
未
詳
）
の
門
人
と

な
り
ま
す
。
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に

は
俳
句
結
社
「
木
聖
吟
社
（
も
く
せ
い
ぎ

ん
し
ゃ
）
」
を
主
催
、
句
誌
『
檉
（
か
わ

や
な
ぎ
）
』
の
発
行
を
始
め
ま
し
た
。
柳

崕
が
死
去
し
た
の
ち
は
、
柳
崕
の
師
で
あ

る
其
角
堂
田
辺
機
一
（
き
か
く
ど
う
た
な

べ
き
い
ち
、
一
八
五
五
〜
一
九
三
三
）
に

弟
子
入
り
し
ま
す
。
そ
の
後
、
大
正
十
五
年

に
機
一
よ
り
立
机
（
り
っ
き
・
俳
諧
宗
匠
と

し
て
独
立
す
る
こ
と
）
を
許
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
機
柳
に
は
、
三
つ
上
の
兄
・
伊

之
助
（
い
の
す
け
）
が
い
ま
し
た
。
伊
之

助
は
、
骨
接
ぎ
で
知
ら
れ
る
名
倉
医
院

（
千
住
五
丁
目
）
で
若
い
頃
か
ら
助
手
と

し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
の
ち
に
名
倉
医

院
の
近
所
で
、
長
期
療
養
患
者
の
た
め
の

宿
屋
を
営
ん
で
い
た
家
の
婿
養
子
と
な
り
、

千
住
に
根
を
下
ろ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
時
の
名
倉
家
当
主
で
、
俳

人
で
も
あ
っ
た
名
倉
彌
一
（
な
ぐ
ら
や
い

ち
）
は
、
機
一
や
そ
の
師
の
其
角
堂
永
機

（
え
い
き
）
と
親
交
を
結
び
ま
し
た
。
先

後
関
係
は
不
明
で
す
が
、
日
本
橋
に
生
ま

れ
た
機
柳
は
、
俳
句
の
師
と
兄
の
双
方
を

通
じ
、
名
倉
家
そ
し
て
千
住
と
関
わ
り
を

も
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

機
柳
は
昭
和
初
頭
ま
で
は
墨
田
区
向
島

で
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
一
〇
年

（
一
九
三
五
）
前
後
に
は
千
住
に
拠
点
を

移
し
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

■
作
風
と
系
譜　

機
柳
の
色
紙
に
は
、
張

り
子
の
虎
や
亀
戸
天
神
の
鷽
（
う
そ
）
と

い
っ
た
民
芸
品
、
江
戸
東
京
野
菜
の
ひ
と

つ
で
あ
る
谷
中
生
姜
な
ど
身
近
な
素
材
が

多
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。
、
現
代
の
私
達

に
も
親
し
み
を
感
じ
さ
せ
る
ユ
ー
モ
ラ
ス

な
作
風
で
す
。

　

し
か
し
、
機
柳
は
、
松
尾
芭
蕉
の
高
名

な
弟
子
「
蕉
門
十
哲
」
の
一
人
に
数
え
ら

れ
る
俳
人
・
宝
井
其
角
（
た
か
ら
い
・
き

か
く
、
一
六
六
一
〜
一
七
〇
七
）
を
祖
と

す
る
伝
統
あ
る
系
譜
に
属
し
ま
す
。
こ
の

【図１】岡本機柳色紙「天の川地上の恋は醜くかり」/【図２】岡本機柳の肖像（昭和20年代）
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系
譜
は
、
正
岡
子
規
が
明
治
時
代
に
主
導

し
た
俳
句
・
短
歌
の
革
新
運
動
以
後
、

「
旧
派
」
と
称
さ
れ
ま
す
。
機
柳
自
身
も
、

其
角
の
別
号
「
螺
舎
（
ら
し
ゃ
）
」
や
、

同
じ
く
其
角
の
系
譜
を
意
味
す
る
「
晋
子

（
し
ん
し
）
」
を
作
品
の
中
で
し
ば
し
ば

名
乗
っ
て
お
り
、
自
ら
の
系
譜
を
強
く
意

識
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

機
柳
に
言
及
し
た
俳
句
雑
誌
な
ど
で
も
、

も
っ
ぱ
ら
旧
派
俳
人
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
他
方
で
機
柳
は
、
「
新
旧

の
何
れ
に
も
偏
せ
ず
、
現
実
を
直
視
し
不

抜
な
詩
魂
と
感
覚
に
よ
っ
て
、
純
風
な
る

俳
風
を
推
進
す
る
」
こ
と
を
掲
げ
た
俳
句

結
社
『
黒
燿
』
（
主
宰
：
向
山
古
峡
）
の

同
人
に
も
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。

　

機
柳
の
俳
人
と
し
て
の
立
場
や
思
想
を

一
概
に
語
る
こ
と
は
、
現
時
点
で
は
難
し

そ
う
で
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
明
治
か
ら

大
正
、
昭
和
と
い
う
激
動
の
時
代
の
さ
な

か
に
あ
っ
て
、
機
柳
自
身
も
ま
た
、
新
旧

の
間
を
行
き
来
す
る
句
作
活
動
を
行
っ
て

い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

■
機
柳
の
弟
子
た
ち　

俳
諧
宗
匠
と
し
て

独
立
し
た
機
柳
は
、
弟
子
や
木
聖
吟
社
の

同
人
を
多
く
抱
え
、
東
京
東
郊
で
活
躍
し

た
様
々
な
俳
人
と
関
係
を
構
築
し
て
い
き

ま
す
。
昭
和
四
十
四
年
に
は
東
京
都
俳
句

連
盟
（
都
俳
連
）
の
顧
問
に
も
任
命
さ
れ

ま
し
た
。
機
柳
の
門
弟
や
木
聖
吟
社
の
同

人
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
人
が
い
ま
し
た
。

①
為
成
菖
蒲
園
（
た
め
な
り
・
し
ょ
う
ぶ

え
ん
／
善
太
郎 

）

　

明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
、
千
住
河

原
町
の
青
物
問
屋
に
生
ま
れ
る
。
千
寿
第

二
小
学
校
在
学
中
に
俳
句
に
関
心
を
抱
き
、

機
柳
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
句
作
を
始
め
る
。

そ
の
後
高
浜
虚
子
と
池
内
た
け
し
に
師

事
し
、
家
業
の
か
た
わ
ら
積
極
的
に
句
作

活
動
を
継
続
す
る
。
市
場
関
係
者
を
集
め

「
や
っ
ち
ゃ
ば
句
会
」
を
創
設
し
た
。
昭

和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
没
。

②
平
松
夕
府
（
ひ
ら
ま
つ
・
ゆ
う
ふ
／
本

名
未
詳
）

　

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
、
現
在

の
福
島
県
い
わ
き
市
生
ま
れ
。
昭
和
四
年

に
荒
川
区
へ
移
り
、
建
築
士
と
し
て
働
く
。

機
柳
に
師
事
し
、
三
十
一
年
に
立
机
し
召

門
夕
府
と
号
す
る
。
四
十
三
年
四
月
か
ら

六
十
一
年
五
月
ま
で
、
荒
川
区
俳
句
人
連

盟
会
長
、
四
十
四
年
よ
り
都
俳
句
連
副
会

長
を
務
め
る
。

③
清
水
瑞
穂
（
し
み
ず
・
み
ず
ほ
／
本
名

同
じ
）

　

大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
、
神
奈
川
県

中
郡
岡
崎
村
生
ま
れ
。
昭
和
五
年
作
句
を

始
め
る
。
十
二
年
上
京
し
ホ
ト
ト
ギ
ス
に

入
社
、
二
十
三
年
木
聖
吟
社
同
人
に
推
薦

さ
れ
る
。
二
十
四
年
立
机
し
、
荒
川
に
て

春
光
俳
壇
を
結
成
す
る
。
荒
川
区
俳
句
人

連
盟
副
会
長
、
都
俳
連
常
任
委
員
（
四
十

四
年
）
、
同
常
任
理
事
（
五
十
三
年
）
。

　

こ
の
他
に
も
、
木
聖
吟
社
の
一
員
と
な

っ
た
り
、
機
柳
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
り

し
た
俳
人
と
し
て
、
十
人
以
上
の
名
前
が

文
献
上
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
独
立
し

た
の
ち
、
自
ら
句
誌
を
創
刊
し
た
人
や
、

都
や
区
の
俳
句
連
盟
の
幹
部
を
務
め
た
人

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
昭
和
期
の
俳
句

界
に
と
っ
て
、
機
柳
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
だ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
、
機
柳

は
心
不
全
に
よ
っ
て
八
十
一
年
の
生
涯
を

閉
じ
ま
し
た
。
寄
贈
資
料
の
中
に

は
、
昭
和
四
十
九
年
二
月
の
句
会

で
制
作
さ
れ
た
色
紙
も
あ
り
、
晩

年
ま
で
句
作
に
励
ん
で
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

■
企
画
展
で
も
展
示
中
！

　

機
柳
の
作
品
は
、
江
戸
時
代
ま

で
遡
る
千
住
の
俳
諧
文
化
が
、
昭

和
五
十
年
頃
ま
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

き
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
資
料
で
す
。
当

館
で
開
催
中
の
「
収
蔵
資
料
展　

個
性
光

る
、
足
立
の
い
っ
ぴ
ん
た
ち
」
（
〜
八
月

三
〇
日
（
日
）
）
で
も
、
機
柳
の
作
品
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
出
典
】

文
芸
新
聞
社
編
『
俳
句
文
学
誌
事
典
』

（
一
九
六
五
）
／
角
川
マ
ガ
ジ
ン
ズ
『
俳

句
研
究　

三
六
（
一
二
）
』
（
一
九
六

九
）
／
俳
誌
せ
せ
ら
ぎ
『
せ
せ
ら
ぎ
第
五

句
集
』
（
一
九
七
三
）
／

角
川
文
化
振
興
財
団
『
俳
句　

二
六
（
一

四
）
』
（
一
九
七
七
）
／
平
田
拾
穂
編

『
現
代
俳
句
集
成　

第
一
巻
』
日
本
文
芸

編
纂
会
（
一
九
七
八
）
／
栗
原
春
人
・
野

村
秋
光
子
著
『
都
俳
連
の
夜
明
け
』
俳
誌

せ
せ
ら
ぎ
（
一
九
七
九
）
／
平
松
夕
府

『
全
日
本
俳
人
叢
書
〈
四
九
〉
平
松
夕
府

集
』
近
代
文
藝
社
（
一
九
九
〇
）

（
郷
土
博
物
館
専
門
員
）

【図５】企画展示室の岡本機柳コーナー

【図３・４】岡本機柳短冊
「辛卯（昭和26年・1951）
御題に因なむ　機柳　初富
士うかべ朝空（あしたのそ
ら）の晴れ清し」/裏面に
は「其角正統七世螺舎」の
文字が見える。
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前
号
で
ご
紹
介
し
た
作
家
・
皆
川
行
人

（
み
な
が
わ
・
こ
う
じ
ん
）
の
作
品
を
今

号
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。
現
行
出
版
物
が

無
い
の
で
『
二
十
二
篇
』
所
収
の
三
作
品

を
順
次
ご
紹
介
し
ま
す
。
成
立
年
月
順
で

は
な
く
、
田
山
花
袋
の
掲
載
順
で
ご
紹
介

し
ま
す
。

「
雑　
　

魚
」
（
明
治
四
〇
年
十
月
）

「
学
校
の
子
」
（
同　

四
〇
年　

五
月
）

「
土
手
通
り
」
（
同　

四
十
一
年
十
二

月
）

　

今
回
は
「
雑
魚
」
（
ざ
っ
こ
）
の
第
１

回
で
す
。
本
作
は
計
二
回
で
ご
紹
介
致
し

ま
す
。

　

な
お
読
み
仮
名
に
つ
い
て
は
紙
幅
の
都

合
上
（　

）
内
に
記
し
ま
し
た
。（
編
集
）

　　　

お
幸
（
こ
う
）
が
縄
（
な
わ
）
を
綯

（
な
）
っ
て
居
る
所
へ
、
学
校
の
山
田
先

生
が
ぶ
ら
り
と
来
た
。

「
幸
ち
ゃ
ん
大
分
勉
強
だ
な
。
」
と
先
生

は
何
時
も
の
通
り
機
嫌
よ
く
、
「
ま
っ
ち

を
一
本
お
呉
（
く
）
れ
。
「
は
あ
。
」
と

お
幸
は
投
げ
出
し
た
膝
（
ひ
ざ
）
を
起
し

て
、
傍
（
か
た
わ
）
ら
に
な
ら
べ
て
あ
る

大
箱
を
取
っ
て
渡
し
た
。

　

先
生
は
一
本
取
り
出
し
て
残
り
を
袂

（
た
も
と
）
か
ら
は
巻
き
た
ば
こ
を
出
し

て
す
ぱ
す
ぱ
つ
け
た
。

そ
し
て
上
り
口
へ
腰
を
掛
け
て
、
眠
む
そ

う
な
髭
面
（
ひ
げ
づ
ら
）
を
お
っ
と
り
さ

せ
な
が
ら
、
何
か
話
し
を
見
付
け
よ
う
と

す
る
。
今
日
は
神
嘗
祭
（
か
ん
な
め
さ

い
）
で
学
校
は
休
み
で
あ
る
。

「
親
父
（
お
や
じ
）
は
い
な
い
な
。
」

「
父
さ
あ
雑
魚
を
す
く
い
に
行
き
ま
し
た

だ
。
」

　

お
幸
は
そ
ろ
そ
ろ
又
縄
を
綯
（
な
）
い

始
め
る
。

「
そ
れ
や
何
に
す
る
ん
だ
ね
。
大
分
綯
っ

た
じ
ゃ
な
い
か
。
」

「
こ
れ
だ
が
ね
。
こ
れ
草
鞋
（
わ
ら
じ
）

作
る
で
さ
あ
。
」

「
成
程
、
晩
に
父
さ
あ
が
草
鞋
作
る
縄
か
。

い
い
娘
を
持
っ
て
親
父
は
幸
（
し
あ
わ

せ
）
だ
。
私
が
今
に
学
校
を
し
く
じ
っ
た

ら
早
速
婿
（
む
こ
）
に
来
る
ぜ
。
」

「
お
ほ
ほ
、
そ
れ
や
常
談
（
じ
ょ
う
だ

ん
）
で
さ
あ
。
立
派
な
奥
さ
あ
が
お
い
で

な
あ
に
。
」

「
奥
さ
あ
か
。
奥
さ
あ
は
貧
乏
が
き
ら
い

だ
。
は
あ
あ
。
」
と
先
生
は
一
人
で
笑
っ

て
、
た
ば
こ
の
煙
（
け
む
）
り
に
寂
し
い

の
ん
き
な
顔
を
浮
ば
せ
る
。

　

お
幸
は
何
や
ら
分
か
ら
ず
、
「
私
ら
と

こ
は
尚
貧
乏
だ
に
。
」
と
云
っ
て
又
笑
っ
た
。

　

今
日
は
朝
か
ら
秋
晴
れ
で
あ
る
。
も
う

か
れ
こ
れ
四
時
に
近
か
ろ
う
が
、
ま
だ
大

分
暖
（
あ
つ
た
）
か
い
。
先
生
は
た
ば
こ

を
止
（
や
）
め
て
、
懐
（
ふ
と
こ
ろ
）
か

ら
新
聞
を
出
し
て
讀
（
よ
）
み
始
め
た
。

　

前
の
通
り
を
都
の
学
生
が
二
人
通
る
。

「
先
生
さ
あ
。
」
と
お
幸
が
呼
び
か
け
た
。

「
な
ん
だ
。
」

「
先
生
さ
あ
夜
分
（
や
ぶ
ん
）
か
い
つ
か

お
閑
（
ひ
ま
）
が
あ
ん
な
さ
る
か
ね
。
」

「
閑
は
何
時
（
い
つ
）
で
も
閑
だ
が
、
何

だ
。
」

「
私
手
紙
を
習
い
度
（
て
）
え
で
、
手
本

を
書
い
て
貰
（
も
ら
）
い
ま
す
べ
い
と
思

っ
て
。
」

「
手
紙
を
習
う
の
か
。
よ
ろ
し
い
、
其
中

（
そ
の
う
ち
）
に
書
い
て
や
ろ
。
」
と
先

生
は
に
こ
に
こ
し
て
、

「
手
紙
を
習
っ
て
健
平
（
け
ん
ぺ
い
）
の

と
こ
へ
遣
（
や
）
ろ
う
っ
て
か
。
」

「
ま
あ
先
生
の
常
談
も
ん
て
ね
え
。
」
と

ち
ょ
っ
と
紅
（
あ
か
）
く
な
っ
て
し
な
を

作
っ
た
。

「
健
平
は
漢
学
（
か
ん
が
く
）
が
能

（
よ
）
く
出
来
る
か
ら
、
お
前
も
手
紙

位
（
く
ら
い
）
習
わ
に
ゃ
妻
君
（
さ
い
く

ん
）
に
な
れ
ん
。
」

「
そ
ん
な
事
云
う
な
ら
、
も
う
書
い
て
下

さ
ら
ね
え
で
よ
う
ご
ざ
ん
さ
あ
。
」

「
い
や
是
非
書
い
て
や
る
。
は
は
あ
、
是

非
己
（
お
れ
）
が
習
わ
し
て
や
る
。
」
と

立
ち
上
っ
た
。

「
私
ど
う
す
べ
い
。
先
生
ま
で
あ
ん
な
事

云
う
ん
だ
も
の
。
」
と
可
愛
（
か
あ
い
）

ら
し
い
お
幸
が
云
い
譯
（
わ
け
）
云
う
の
を
、

「
あ
は
は
、
ま
あ
勉
強
す
る
さ
ね
。
」
と

云
っ
て
先
生
は
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

一
人
に
な
っ
た
。
お
幸
は
そ
わ
そ
わ
し

く
土
間
へ
下
り
て
、
家
の
隅
（
す
み
）
か

ち
藁
（
わ
ら
）
を
持
っ
て
来
た
。
そ
し
て

そ
れ
を
綯
お
う
と
し
た
が
、
そ
の
手
を
止

め
て
、
漸
（
よ
う
や
）
く
暮
れ
近
い
野
の

様
を
じ
っ
と
見
た
。
や
っ
ぱ
り
健
平
を
思

っ
て
居
る
。

　

家
の
前
は
ま
っ
直
（
す
ぐ
）
な
村
道
で
、

國
旗
（
こ
っ
き
）
が
一
つ
二
つ
遠
く
に
見

え
る
。

　

東
へ
少
し
行
く
と
ち
い
さ
な
橋
が
あ
る
。

其
處
（
そ
こ
）
か
ら
先
は
淺
（
あ
さ
）
い

流
れ
が
道
の
左
を
流
れ
て
居
る
。
そ
の
流

れ
の
ず
っ
と
さ
き
に
お
幸
の
親
父
は
雑
魚

網
を
か
け
て
居
る
。

「
ど
じ
ょ
う
が
入
る
べ
え
」
と
さ
っ
き
か

ら
、
見
て
居
る
男
が
尋
ね
た
。
も
っ
こ
を

担
い
た
の
や
、
荷
車
を
引
い
た
の
や
、
四

五
人
立
っ
て
見
て
居
る
。

「
ど
じ
ょ
う
な
ん
か
仕
方
ね
え
。
雑
魚
が

欲
し
い
だ
が
。
」

「
入
っ
て
見
れ
や
捨
て
る
わ
け
に
も
い
か

ね
え
。
」

（
後
半
は
次
回
へ
続
く
）

文
字
起
し
＝
博
物
館
職
員
・
伊
藤
雅
美

作
家 

皆
川
行
人
に
つ
い
て
　②

郷
土
博
物
館

作
品（
第
１
回
）　
「
雑
魚
」（
上
）

雑
魚

ざ
っ
こ
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第
六
九
九
号
（
令
和
八
年
五
月
刊
行
）

に
掲
載
さ
れ
た
第
一
回
で
は
、
「
御
巡
幸

御
用
扣
」
の
概
要
と
、
昨
年
開
催
の
特
別

展
『
千
住
宿
４
０
０
年
』
に
て
展
示
さ
れ

て
い
た
部
分
（
展
開
部
九
丁
目
裏
・
十
丁

目
表
）
の
解
説
を
行
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
、
主
に
行
在
所
で
用
い
た
備
品
の
規
定

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
巡
幸
前
に
行
わ
れ
た
道
路
環

境
の
整
備
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

■
史
料
に
つ
い
て

　

「
御
巡
幸
御
用
扣
」
は
全
二
十
四
丁
あ

り
ま
す
。
最
初
に
準
備
時
の
連
絡
の
書
付

が
ほ
ぼ
時
系
列
で
書
き
留
め
ら
れ
て
お
り
、

次
に
数
丁
空
け
て
実
際
の
出
勤
控
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
連
絡
の
書
付
は
明
治
天

皇
巡
幸
後
も
記
述
が
続
い
て
お
り
、
所
有

者
の
大
久
保
氏
が
関
わ
っ
た
町
内
の
諸
事

項
に
つ
い
て
の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

■
当
時
の
道
路
環
境
に
つ
い
て

　

今
回
取
り
扱
う
箇
所
は
、
明
治
九
年

（
一
八
七
六
）
五
月
十
三
日
に
作
成
さ
れ

た
「
記
」
で
す
。
担
当
方
と
し
て
名
を
連

ね
て
い
る
人
物
た
ち
は
、
大
久
保
宗
平

（
千
住
宿
北
組
副
戸
長
）
や
永
野
彦
右
衛

門
（
同
組
頭
）
な
ど
、
い
ず
れ
も
当
時
、

千
住
の
町
政
を
担
っ
た
役
人
で
し
た
。

【
史
料
三
・
四
丁
目　

翻
刻
】

　
　
　
　
　

記

一
、
天
王
社
前
、
樹
木
枝
伐
取
往
還
江

　
　

不
出
張
様
可
致
事

一
、
區
内
往
還
端
、
火
之
見
半
鐘

　
　

階
子
江
控
杭
ニ
而
も
新
規
ニ
相
設

　
　

丈
夫
ニ
補
理
可
申
事

一
、
區
内
大
小
便
所
悉
ク
不
浄
臭

　
　

気
不
生
様
、
西
洋
臭
気
留
之

　
　

業
少
々
ツ
ヽ
も
相
用
ひ
精
々

　
　

清
潔
ニ
注
意
之
事

一
、
往
還
石
橋
類
、
往
還
ゟ
巾

　
　

狭
ニ
候
得
ハ
、
更
ニ
材
木
ヲ
以
左
右

　
　

江

　
　

掛
渡
し
、
其
上
青
竹
ヲ
以
テ
ス
リ
ヲ

　
　

取
設
ニ
注
意
之
事

一
、
往
還
道
路
高
低
無
之
様
、

　
　

左
右
毎
戸
之
前
々
道
敷

　
　

物
シ
、
決
而
高
低
ヲ
不
生
様
、
精
々

　
　

注
意
之
事

一
、
用
悪
水
路
并
不
潔
之
品
々
ヲ

　
　

取
拂
ひ
、
清
潔
之
取
計
可

　
　

相
設
事

一
、
毎
戸
用
心
水
桶
清
潔
ニ

　
　

備
置
可
申
事　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
御
当
日
ハ
有
志
之
も
の
ハ

　
　

自
宅
前
江
盛
砂
致
、
或
ハ
自

　
　

分
宅
前
へ
一
同
敷
散
し
候
而
、

　
　

清
潔
ヲ
第
一
ニ
主
与
し
て

　
　

恭
敬
可
為
仕
候
事

一
、
御
当
日
有
志
之
面
々
ハ
三
ツ
組

　
　

五
ツ
組
或
ハ
新
規
四
斗
樽
掛
ル

　
　

清
水
相
備
ひ
、
銘
々
宅
前
江

　
　

差
出
し
置
可
申
、
尤
何
れ
も
柄
杓

　
　

可
付
置
事

一
、
川
砂
ヲ
以
往
還
御
先
江
砂
敷

　
　

散
し
、
精
々
清
潔
ニ
可
取
計
事

　
　
　
　

右
夫
々
着
手
落
成
方
可

　
　
　
　

取
計
事

　
　
　

擔
当
方　

渡
辺
兵
太
郎

五
月
十
三
日　
　

大
久
保
宗
平

　
　
　
　
　
　
　

川
村
次
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　

永
野
彦
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
仁
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　

早
野
清
兵
衛

　

同
史
料
で
は
、
全
十
条
に
渡
り
、
着
手

す
べ
き
整
備
事
項
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
機
能
の
面
か
ら
み
る
と
、
①
往

還
の
利
便
性
に
関
す
る
項
目
、
②
公
衆
衛

生
に
関
す
る
項
目
の
二
種
類
に
大
別
で
き

ま
す
。

　

ま
ず
往
還
の
利
便
性
に
関
す
る
項
目
に

つ
い
て
は
、
一
条
、
二
条
、
四
条
、
五
条

が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
天
王
社
（
素
戔
嗚
神
社
、

現
荒
川
区
南
千
住
六
丁
目
）
前
に
樹
木
が

出
張
ら
な
い
よ
う
枝
を
刈
り
取
る
こ
と

（
一
条
）
、
道
中
の
石
橋
の
幅
を
通
常
の

道
と
均
等
に
す
る
た
め
、
材
木
を
左
右
に

か
け
、
そ
の
上
に
青
竹
で
手
摺
を
取
付
け

る
こ
と
（
四
条
）
な
ど
、
天
皇
一
行
が
快

適
に
通
行
で
き
る
よ
う
な
整
備
を
行
う
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

対
し
て
、
公
衆
衛
生
に
関
す
る
項
目
は

三
条
、
六
条
、
七
条
、
八
条
、
九
条
、
十

条
が
該
当
し
ま
す
。

　

第
三
条
で
は
、
区
内
に
あ
る
大
小
あ
ら

ゆ
る
便
所
に
つ
い
て
、
不
浄
な
臭
気
が
出

な
い
よ
う
西
洋
の
臭
気
止
の
方
法
を
少
し

ず
つ
で
も
用
い
て
清
潔
に
注
意
す
る
よ
う

に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
八
条

と
九
条
で
は
、
当
日
、
実
行
す
る
こ
と
が

可
能
な
者
た
ち
が
行
う
べ
き
こ
と
を
定
め

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
盛
砂
（
土
地

を
清
め
る
た
め
に
円
錐
状
に
盛
ら
れ
た

砂
）
、
あ
る
い
は
自
宅
前
へ
の
砂
撒
き
を

行
う
よ
う
に
（
八
条
）
、
ま
た
、
四
斗
樽

に
清
水
を
備
え
、
柄
杓
を
つ
け
て
そ
れ
ぞ

れ
の
自
宅
前
へ
差
し
出
す
よ
う
に
（
九

条
）
、
そ
れ
ぞ
れ
求
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
人
々
が
天
皇
御

巡
幸
に
際
し
て
実
行
し
た
整
備
か
ら
は
、

天
皇
が
整
え
ら
れ
た
清
浄
な
環
境
で
休
息

と
通
行
を
行
え
る
よ
う
、
細
か
く
気
を
配

っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　

次
回
は
、
出
勤
控
を
含
む
巡
幸
中
の
史

料
か
ら
、
実
際
に
巡
幸
時
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
た
か
を
見
て
い
き
ま
す
。（

続
く
）

（
郷
土
博
物
館
専
門
員
）

【
新
収
蔵
史
料
紹
介
】

大
久
保
家
文
書

大
　
石
　
瑞
　
樹

明
治
九
年
御
巡
幸
御
用
扣
（
中
）

（
ひ
か
え
）


